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商品名

評価結果

■ ＷEBアンケート結果

１

この価格で買いたい
と思いますか

２

この商品をターゲットにする
客層は多いと思いますか

３

USP (その商品の独⾃の売り）
がある商品だと思いますか

４

買いたくなる
ネーミングですか

５

この商品に興味が
ありますか

とてもある 少しある 普通
あまりない ない

WEBアンケート・1次審査・2次審査・最終審査を厳正に⾏った結果をご報告させていただきます。
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受賞回・年⽉

湖のくに⽣チーズケーキ
グランプリ

若年層やノンアル層には接点がなく、ターゲットが限定的

利き酒のように楽しめるセットにしたアイデアが素晴らしい

障害者の⾃⽴⽀援を基盤に、質の⾼い商品を実現している

お猪⼝にチーズケーキを⼊れるという発想が良い
廃棄していた酒粕の利⽤はSDGｓの観点からも素晴らしい
男性やお⽗さんのためのというコンセプトが良い

チーズケーキとビスコッティの数が合わないのが気になる
外装が弱く、持ち帰り、配送⾯でやや不安
チーズケーキであることがややわかりにくい

ビスコッティの硬さが際⽴っていてバランスが取れない

アレルギー表記などに改善の余地がある
トレーサビリティ管理が未導⼊なので更なる説明が必要

酒粕の⾹りとチーズのまろやかさの調和が取れている

統⼀感とストーリー性が明確である

第91回（2025年9⽉）

点数分布として、銀賞相当が8％、⾦賞相当が23％、グランプリ
相当が69％を占めた結果、総合評価92％で【グランプリ】となり
ました。評価が⾮常に⾼かった理由として、地元の銘酒をチーズ
ケーキにしてお猪⼝に⼊れるという発想が素晴らしい、障害者就
労⽀援の考えに共感を得たこと、などが挙げられます。WEBアン
ケートでも⾮常に⾼い評価が得られました。
⼀⽅でビスコッティに対する評価はあまり上がらず、外装の脆さ
やトレーサビリティ管理の未導⼊などに対しての数値が伸び悩み、
結果として少なからず銀賞相当の範囲に点数が⼊ることになりま
した。

4.1%
10.2%

2.0%

4.1%

10.2%

4.1%



ジャパン・フード・セレクション 審査レポート

美味しさ分析レポート1

⾷前感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷前感 講評
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⾊

透明度

明暗濃淡

形 態

⼤ ⼩

次 元

視 覚

嗅 覚

光と⾊彩

形

⽐ 喩

感覚的表現

様⼦や状態

視 覚

聴 覚

触 覚

味 覚

綺麗な乳⽩⾊

透明度は全くない

全体が明るい⽩で濃淡はない

外箱は22.5×6.5×11.5センチ
おちょこ⼀つは6.5×5.5センチ

⼩ぶりなように⾒えるが⼀つで満
⾜できる量

おちょこは男性的だが、なめらか
そうなチーズケーキは⼥性的

それぞれの銘酒の⾹りが素晴らし
い

穏やかな匂い、優しさを感じる匂
い

⾒た⽬よりも奥⾏きが感じられる
匂い

琵琶湖のゆるやかな⽔⾳を彷彿さ
れる匂い

しっとりとした 柔らかい匂い

優しく涼しさを感じる匂い

滋賀県を代表する銘酒6種類の名前が描かれたお猪⼝を⾒て、テンションが上がりました。お猪⼝を器に
してチーズケーキを⼊れるという発想が素晴らしいです。そして個⼈的に私の⼤好きな「七本槍」がある
ことがとても嬉しくなりました。⾷べ終わった後、実際に七本槍を⼊れて飲むのが楽しみです。

蓋を開けるとほのかにお酒の⾹りが漂います。クリームチーズのしっとりとした⾷感が⾒た⽬からも味わ
えます。お猪⼝がもっと⼤きかったらいいのに、と思ってしまうほどでした。

商品には酒粕ビスコッティも付いています。これもまた七本槍を使⽤しているとのことで、嬉しくなりま
す。かなり硬そうに⾒えますが、⽣チーズケーキのディップとして⾷べるのが楽しみです。

販売当初はお⽗さん世代の男性をターゲットとしていたようですが、⽇本酒好きの外国⼈も増えています
し、おそらく今ではターゲット層がかなり広がっていると思われます。審査会でも⽇本酒好きの審査員の
期待がかなり⾼く、みんなが楽しみにしていました。
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⾷中感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷中感 講評
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酸味

苦味

旨味

⽢味

塩味

基本五味

広い意味での味覚

匂 い

温 度

テクスチャ―

⾳

肌感覚

静騒感

擬⾳・擬態

硬 柔

粘 性

触 性

⾷材の
物質的特性

乾いているか
湿っているか

賞味期限に近くなるほど酸味がや
や感じられるようになる
銘柄にもよるが、苦みはあまりな
い
それぞれの⽇本酒の旨味が存分に
味わえる

クリームチーズの優しい⽢さ

塩味はあまり感じられない

クリームチーズの中に熟成した酒
粕の旨味が隠されている

クリームチーズの⽢味と酒粕のふ
んわりとした味わい

とろけるような優しい⾆触り

柔らかくねっとりとしている

しっとりとした⼝当たり

ややもっちりとした感触がある

ムースのような⾷感

⽢さと酒粕の旨味のハーモニー

ややトロリとした⾷べ⼼地

⿐をくすぐる⽇本酒の⾹りを楽しみながらスプーンを⼊れると、ムース状にも似た柔らかい⼿ごたえを感
じました。⽣チーズケーキというだけあって、とろけるような⾷感を味わうことができます。⾷べる前に
⾒たお猪⼝はやや⼤きめの印象を受けましたが、これならペロリと完⾷できそうです。もしかしたら物⾜
りないくらいかもしれません。

発酵がすすむので、作り⽴てと賞味期限間近では⾹りにも差があるようです。⼗分に発酵させたほうが⽇
本酒の⾵味が⾼まり、個⼈的には好みでした。

6種のチーズケーキは使われる⽇本酒のタイプによって「端麗タイプ」と「濃醇タイプ」に分かれている
ようですが、この味を⾒分けるのはやや難しいような気がします。でもすぐに別の味も⾷べたくなる魅⼒
的な商品です。

同封のビスコッティはかなり硬く、残念ながら⽣チーズケーキをディップにして⾷べるのにはあまり向い
ていないような気がします。そのまま⾷べるにしても、もう少し柔らかい⾷感が好まれるかもしれません。
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⾷後感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

広い意味での味覚の
レーダーチャート
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五感に対する感じ⽅
レーダーチャート

基本五味の
レーダーチャート

後 味

気候・地域

⾷経験・⾷習慣

健康・⽣活様式

⼝の中に⽢さとほのかな⽇本酒の旨味が残り、⻑く余韻が味わ
えて満⾜度が⾼い

冷菓ではあるが、⼀年中楽しめる味わい

お酒を呑んだ後の⼝直しとしてのスイーツにぴったり

アルコール⼊りのため、⼤⼈のおやつといったイメージが強い
ビスコッティは⽇本酒感がないので、誰でも楽しめる

五味 評点

酸味 2

苦味 1

うま味 5

⽢味 4

塩味 2

広義の味 評点

とろける味 5

酒粕の味 5

優しい味 5

滋味深い味 5

爽快な味 4

五感 評点

視覚 4

聴覚 2

触覚 5

味覚 4

嗅覚 3
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1. 内部的要因（味・五感・ニュース性等）

2. 外部的要因（ネーミング・パッケージ等）

3. 市場要因（ターゲット・トレンド等）

4. マネジメント・PR要因（広報・広告等）

5. ブランディング要因

6. 素材・安全性・その他

滋賀県の銘酒である6種の⽇本酒の酒粕を使⽤したチーズケーキは、⾷べる前から⾮常に期待感が⾼まる商品
です。蓋を開けるとほんのり⽇本酒の⾹りが漂い、チーズケーキを⼝にすると、その素晴らしい⾹りが⿐に
抜けて、お酒好きにはたまらない⼀品となっています。
味も端麗タイプと濃醇タイプの2種類があり、賞味期限に近づくほど酒粕の熟成がすすむので、⾵味がまた
違ってくるのが⾯⽩く感じました。⼀つが160キロカロリー程度であるのも魅⼒です。
⼀⽅でビスコッティはかなり硬く、チーズケーキを乗せて⾷べるのには向かないという評価がありました。

社会福祉法⼈として、障害者の⾃⽴⽀援を基に組織的なマネジメント体制が確⽴されていると感じました。
スタッフの⽅たちの⼀⼈⼀⼈が、⽇々⾃信をもって丁寧に取り組まれていることでしょう。
官公庁や経済産業省のお墨付きもあり、今後の広がりも期待できそうです。
⼀⽅で、広告戦略がやや弱いこと、お客様相談窓⼝がないことなどが情報発信においての課題になると思わ
れます。外国⼈向けを意識するのであれば、⽇本語以外の説明のあるリーフレットを⽤意する、QPコードか
ら誘導するなどの⼯夫があると良いのではないでしょうか。

スイーツ男⼦をターゲットに商品を販売されたようですが、今では⽇本酒好きの⼥性や外国⼈観光客など、
多くの⼈から喜ばれる商品に成⻑しているようで、⾮常に感銘を受けます。
これからもターゲット層が広がりを⾒せることが予想できて楽しみです。市場での稀少価値も⾼いと思われ
ます。
今後は滋賀県が誇るお⼟産として知名度を上げていくことが課題の⼀つになると思います。
ノンアルバージョンがあるとお酒を飲まない世代や若年層ヘのアピールにも繋がるとの意⾒もありました。

お猪⼝にチーズケーキという発想が素晴らしいとの意⾒が⾮常に多く出ました。まだ2段で透明なケースに
⼊っているので商品としてわかりやすくおしゃれであるとの感想も出ています。ただ透明なプラスチック
ケースは圧⼒がかかると変形しやすく、外装がやや弱いとの指摘もありました。
また、チーズケース6種に対してビスコッティが4本であることに違和感を覚えた審査員が多く、チーズケー
キとのマリアージュを感じられないのが残念です。敢えてビスコッティを付ける必要はないとの意⾒もあり
ました。

「滋賀」×「⽇本酒」×「チーズケーキ」×「就労⽀援」という要素が商品に込められていて、ストーリー
性が明確であると⾼く評価されました。商品を⼤切に育て、店舗創業10周年を迎えられたことが予想できま
す。地産地消へのこだわりが感じられ、まさに滋賀県を代表する商品としての地位を確⽴しているのは素晴
らしいことです。
⾮常に良い取り組みをされているので、今後は設定したターゲット層意外への訴求も検討されてみてはいか
がでしょうか。また県内だけではなく、物産展なども活⽤して県外へアピールしていくことにも期待してい
ます。

保存料や着⾊料が使⽤されていないこと、厳選されたクリームチーズを使っていることなどが⾼評価に繋が
りました。本来廃棄される酒粕を利⽤していること、海外産のクリームチーズを使⽤する理由などが明確に
されるとさらに安⼼感を覚えると思います。
また、トレーサビリティ管理がされていないことは評価の上でマイナスになってしまいます。この点につい
て、は消費者が納得できるような品質⾯での安⼼感について情報発信していくことが必要になっていくので
はないでしょうか。
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要因分布として、88％から94％の範囲に分布し、⾮常
に⼤きくバランスの良い六⾓形となりました。圧倒的に
⾼評価だったのが、味や⾹りなど五感からなる商品全体
の魅⼒を表す「内部的要因」で94％となっています。酒
粕を使⽤したムース状に近いクリームチーズの味わいが
素晴らしいとの意⾒が多くありました。
「素材・安全性」とネーミングやパッケージから構成さ
れる「外部的要因」がこれに続き、90％以上の数値に
なっています。お猪⼝にチーズケーキを⼊れるという発
想の素晴らしさに⾼評価が集まりました。
市場・トレンドから構成される「市場要因」、マネジメ
ント・広報などの「マネジメント・PR要因」、「ブラ
ンディング要因」は80％台ですが、どれも⾮常に⾼い評
価となっています。昨今の⽇本酒ブームを捉えた商品で
あり、廃棄される酒粕を使⽤していること、障害者就労
⽀援を実施していること、明確なブランディングがされ
ていることなどを絶賛する審査員が⼤勢いました。

「滋賀の丁字麩おふらすく」に続く2品⽬のグランプリ受賞、誠におめでとうございます。
今回は数多く出品された商品の中でも、特に⾼評価となりましたことをご報告いたします。
何といっても審査員全員が感激したのが、お猪⼝に⼊ったチーズケーキです。⾒た⽬からテンションが
上がり、全国的にも知名度が⾼く⼈気の「七本槍」や「松の司」などの酒粕を使⽤したこの商品は、⽇
本酒好きの審査員たちを⼩躍りさせるのに⼗分すぎるほどの魅⼒がありました。ほのかに漂う熟成され
た⽇本酒の⾹り、とろけるような⾆ざわりのチーズケーキの味は素晴らしく、カロリーも控えめなので
いくつも⾷べられそうな気がしました。
この商品が産業廃棄物となる酒粕を基に作られていること、御社が就労⽀援に取り組んでいること、地
産地消にこだわり丁寧な製法で商品ができあがっていることに深く感銘を受けました。まさにグランプ
リにふさわしい⼀品だと思います。

⽇本酒好きの⽅や外国⼈観光客も喜びそうなこの商品は、お⼟産や贈り物にもふさわしく、またプラ
カップでリーズナブルに購⼊できるものもあり、今後ターゲットが広がっていくことでしょう。

6つの要因すべてにおいて⾼評価を得た商品ですが、いくつかの意⾒と提案をお伝えさせてください。
チーズケーキは⾮常に⾼く評価されましたが、ビスコッティについては残念ながら必要ないのではとの
意⾒もありました。お猪⼝とビスコッティの本数も⼀致していないので、ここは改善の余地があると思
います。
また、ターゲット層の広がりとともに、外国⼈向けの説明（英語等での記載、QRコードへの誘導）や、
それぞれの⽇本酒についての詳細なアピールもあると良いと考えます。
現時点では県内での販売網は確⽴されているようですが、さらなる知名度アップのためには全国へのア
ピールも必要でしょう。今回のグランプリ受賞をきっかけに、様々なターゲットへの訴求や、広告戦略
の強化などをご検討いただければ幸いです。

今後、あちこちで「湖のくに⽣チーズケーキ」にお⽬にかかれるのを楽しみにしています。



ジャパン・フード・セレクション

J a p a n F o o d S e l e c t i o n


